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和音と見て（すなわち両方の和音共に減七の和音）

同一の記号で示した方がより視覚的に解りやすいの

ではないであろうか．何度へ行く減七の和音と認識

する方が合理的のような気がするがいかがなもので

あろうか．結局ある長調とその同主短調のＶの和音

が同一であるという所にそのまぎらわしさが生ずる

のであって，むしろ基調は長調，短調どちらであっ

ても減七の和音は変わりない訳であるから，五度の

和音へ行く和音と見て記号化する方が認識しやすい

と思える．それ故，今までもそうであったが今後も

この種の何度へ行くではなく何度の和音へ行く減七

の和音は基調が長調,短調の区別なく例えば｡塊,
゜塊と記して行く.但し,Cdurの｡y,とcmollのV9
はどうするのだと問われるかも知れないが，基調の

｡y,，ｙ９は今後共そのままの表記で行い，変化和音

の方は減七の和音という統一した目で見る為に以上

の様に変更して行く．減七の和音を強調する為に，

全く違った記号を考える事も必要と思われるが，全

てが終わった時点で使用頻度のデータを集計して新

たに考慮してみたい．又，この事に引き継いで次の

和音記号も基調が長調，短調の区別なく同一の記号

で示してあるので注意して欲しい．

序

本稿ではスケルツォ全４曲の和声分析を行う．分

析に際して使用する楽譜は，（ショパンスケルツォ

昭和60年10月30日第１刷発行音楽之友社ヘンレ原

典版解説付）である．

分析結果を示す前に和音記号に対する変更の説明

をする.このショパンの作品の分析シリーズでは"島

岡和声，，に基づき行うと以前に述べた')．その際，ナ

ポリの和音の表記を-Ｎと変更し,保続音付きの和音

記号は例えばｖｧなど小さい丸記号を付けて“視覚

的"に見やすR,又その和音と認識しやすいものに
変更した．ここでは更にもう一つ変更を提案する．

それは,゜ｻ;,｡埆等の記号である.次の譜例を見て
欲しい．

Ｉ譜例１） ■￣

＝口一一一 １日財＝

Cduro魂 cmollガ；

両方の和音は結局同じものであるが基調が違う為

に記号が違っているだけである．この変化和音（減

七の和音)は通常Ｇ－Ｈ－Ｄの両調共にＶである和音

を導く為の和音として使われる．それはCdurでもｃ

mollでも同じ事である．後者がＧ－Ｂ－Ｄの和音に行

く事は無い．もしそうであるならばそれはcmollと

表記するのではなくgmollと表記しなければならな

い．つまりＣｄｕｒの属調はＧｄｕｒ，cmollの属調はg

mollであるから記号は分けて記されなければなら

ないという理論より，両者共に五度の和音への装飾

■

■■｣■■■■

庁■■■■■■■

■■￣ユ■ ｉ出一一

譜例２） ■

■

＝＝:－ロ.ﾛ'－．－
■|■■■■■■■■■■■■■ロ戸■

￣｣■■■■■■■■。ＵＦｑ
￣

Ｇ－

Cdm碗omoIl学
結局の所,刀,や｡漁等の和音は借用和音(準固有

和音）という概念よりも，減七の和音の形態をより

視覚に明確に認識させる方を優先するという発想か
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ら生じたものである．以下，スケルツオ全４曲の和声分析を示す．
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⑦

、⑳
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ｇｉｓ：

⑭、、鐘7）

仏域｡:|:,囮:(;,…［

、

ⅥＶ

Ⅳ／diB：

、

仏畷:：Ｉ

、、、、⑳、、⑲、、⑰、、⑲⑩⑫⑳⑭⑯⑳⑳⑲⑭、⑳⑳⑤＠，＠⑳、、⑪⑳⑫⑬⑬⑯⑬⑰
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F,ショパン，全作品の和声分析"スケルツォ”

以上でスケルツォ全４曲の和声分析を終わる．次

に途中でも触れたが第３番の冒頭の序奏の一部の内

在している和声を示してみる．

①短調の固有和音（Ｗ)－－→88回

②短調の変化和音（｡,?)錘)--→4,回
③長調の準固有和音（oyg)－－→31回

④長調の変化和音（｡,?)－－→58回
短調の固有和音等の言葉で説明したが厳密に言う

と短鯛部に於ける固有和音等である．以下その様な

認識で見てもらいたい．

この結果を見ると，①の和音数が88と多いが実は

第１番ロ短調の曲だけで75と言う数字があるので

第２番から第４番までが残り13となりこれらは第何

番の曲に偏っている訳ではない．問題になるのは②

の和音である．４１と言う数字，つまり減七の和音と

変化和音として使った数字はそれらの機会全てが減

七の和音でである．又④の和音も同様に全ての機会

全てが58と言う数字である．この数字が多いか少な

いかと言う事は問題ではなく，短調部,長調部で100

％の数字であると言う事である.つまり５９はスケル
ツォに関して言うと０％である．と言う事は減七の

和音はそれ程頻繁に使われている和音と言える．属

七の和音に関しては短調，長調とも同じ記号で済む

ので非常に把握し易い．それ故“減七の和音”も短

調，長調の区別なく同一の記号で処理した方が統一

がとれてより現実的ではないであろうか．その点ア

メリカ式のコードネームの“ディミニッシュ”の記

号は見習うべき事ではないかと思われる．もっとも

その方式では“機能，,に関しては何ら表現できない

ので“機能和声，，を論じる時には不便ではある．一

番良いのは両者（"島岡方式，'等ヨーローツ音楽伝

統，通奏低音から派生した様々な表記，とアメリカ

式のコードネーム）の利点をうまくミックスした表

記があれば，と言う事である．この事に関しては今

後検討して提言していきたい．

'三二三二譜例３

一見すると無調では／とも思える音楽であるが，

実際は複数の引き延ばされた僑音でメロディーが構

成されているだけの話しで和声進行は減七の和音の

クロマテイツク進行であってショパンの他の作品に

もよく出てくるものである．取り出された和音を並

べてみると以下の様になる．

口－．竺一．.＿＿＝＝■￣可＝￣■■■■■■

■￣＝￣

譜例４

H:｡＃8°Ｆ;(･龍)I

又，以下同様に第９小節から第16小節までの和声

進行を示してみる．但し第１2小節から第13小節にか

けて存在するES音は当然Dis音と見るべきであろう．

註

1）Ｆ・ショパン，全作品の和声分析（１）“マズルカ"，熊本大

学教育学部紀要第43号，人文科学，1994年，pp29-62

2）このBass音Fisは高音部騎表上の和声進行とは関係なく

第26小節以降断続的に鳴り響く保統音と考える方が良く，

このFis音はＤｄｕｒのＩの和音の樹成育であるにもかかわら

ず，性格的にはｈmollの属音であると考える方が理に適っ

ていると思われる．

３）高音部譜表上のAs音はGis音，Ｆ音はEis音としてｈｍｏｎ

の和音として見る方が合理的である．

4）前小節のBass音Aisはこの小節まで支配している．

５）前小節の最後にＧ－Ｅ－Ｈ音が装飾音符で示されているが

実質この小節の和音樹成音として見るべきものである．

■■･PHTZ＝:．
￣譜例５

これでこの曲の序奏の複雑な音進行も整理されよ

う－かしこの様に複数の椅音を時間をずらして解

決していく方法はショパンの作品の中でも珍しいの

で今後記憶する必要があろう．

次に，序で触れた“減七の和音，，についてまとめ

てみよう．このスケルツォ全４曲で出現した減七の

和音は以下の通りである．

－７９－



中山孝史

６）第101小節から第107小節までBass音Fisの保続音上の半

音進行による平行三和音の使用であるが，この小節の和音

はその中の経過和音として見てとれる為現在の所記号化し

ない．第106小節も同橡である．

７）この和音はｈｍｏＵの皿であってクロマテイック転鯛と処

理しても良いがショパンの音楽の旋法性を幅広く見る為に

も,Ｆis音を終止音とするプリギア旋法の和音としデイアト

ニック転鯛とした．

８）この小節はBass音Ｈのみであるが前後の和声進行を考慮

するとＩと鰯定できる．

９）冒頭３小節はユニゾンのメロディーだけであるが，その

メロディーは分散和音から成っているので和音記号を示す．

10)この小節以降4小節間Bass音ASは｡jLの和音の椣成音で
はあるが前後関係から見てＤｅｓｄｕｒの属音が保続音である

と分析する方が合理的である．

11）この小節及び第547小節の和音はB音を終止音とするエオ

リア旋法上の和音と見る．

12）Bass音Asは、の檎成音であるがここでは前後関係から

Ｄｅｓｄｕｒの属音が保続音であると分析する方が合理的であ

る．

13）Bass音Asは第738小節の第１拍目まで支配していると考

える．それは第739小節の第３拍から第740小節の第１拍目

の進行がＷ→１１という定型進行を生かす為である．

14）この和音はＶ(7)を導く俺和音として用いられているが"島

岡和声，，では｡ｌ,という和音妃号が示されているがⅡとい
うことに関しては全然関係なく和音の音の形態のみを重視

してつけられたもので機能を生かした記号を考えるべきだ

と思われるが，現在の所それに従い，後に偶成和音全体を

考慮する時に鮮細は考察したい．

15）冒頭から24小節間は圏性が解りにくいので鰹結び”でこ

こだけ詳細に分析する車にして，現象面で解る所だけ記号

で示しておく．

16）この小節及び次の第335小節の高音部膳表上のB音はＡｉｓ

音であるべきである．

17）この小節以降第347小節までのBass音Gisはcismollの属

音で保統音と解釈する方法もある．第340小節の和音clW

を生かす為にＧｉｓｄｕｒで処理する．

18）第541小節以降低音部贈表のBassの音型を見ると２小節

単位で和声が成立していると考えられるので，この小節の

高音部贈表上のHis・DisFis･His音の和音は次の小節の俺

1,W窺蕊臘鍜:鰡鰡駕蹴為…行
形体である第586小節も同樺である．

20）第646小節及び第648小節は全休になっているがこの小節

の和音が曲の終止まで支配していると考える．

21）Bass音Ｈは次の小節の和音を支える音であってここでは

２小節で－つの和音と考えるのが妥当である．

22）このＨ音は以降のフレーズの出だしの音であり当然まと

めて考えるべき音である．

23)次小節は全体であるがこの小節から第133小節まで一つの

和音と考えるのが合理的である．

24）Bass音ＨはⅢの和音の鯛成音であるが前後関係から保統

音（属音）とする．

25）この和音は属七の和音の転回形にはさまれた経過和音と

するのが妥当と思われるがＷ－Ｉの終止感が強く付加六

の和音として示す．

26)この和音はⅡ鯛とは無関係な属和音系への俺和音(減七の

和音）であるが，あえて配号を示しておく．

27)この小節だけの和音でいえばⅥであるが以降の楽節第940

小節まではＩの和音が連続していて，この和音は俺和音と

考えるのが当然であろう．以後第928,930,931,933,

935,937,939小節は全て，俺和音，ししゅう和音等であ

る．それ故この楽節全体をＩと表配する．

28)"島岡和声"ではこの場合,?と表記するけれども,序で
述べた通り箪者は小さい丸印をつけた配号をここでも示す．

－８０－


